
１年探究ＡＫＣⅠ：○                                 令和○年○月○日（○）○限 

分野融合基礎Ｂ 「地震･防災を様々な分野から考える」 教員指導案 

(1) 目標：岡高キー･コンピテンシーである「知識を統合する力」「課題発見力」を伸ばす。 

(2) 方法：地震･防災に関する研究事例を通して上記目標を理解し，分野融合的に思考する力を養う。 

(3) 教材：① 教員指導案（A4 片面１枚），教員指導資料：ワークシート解答例（A4 片面５枚） 

② ワークシート１～５（A４片面５枚※） 

③ 追究資料１～３（A４片面３枚※） 

※②･③の印刷は，合わせて A４両面４枚（②-1 裏に③-1，②-2 裏に②-3，②-4 裏に③-2，②-5 裏に③-3） 

(4) 持ち物：筆記用具，AKC ファイル，辞書類(電子辞書･タブレット PC) 

(5) 事前準備：① 情報量が多い指導案の理解･把握。 

② 班分け(４人１組) → 各クラス担任で編成。授業開始前に，班ごとに机を合わせておく。 

(6) 担当者(各教室で実施)： ５日 １組:○○， ２組:△△， ３組:□□， ４組:◇◇， 補助:▽▽ 

１２日 ５組:▽▽， ６組:○○，  ７組:△△， 補助:□□・◇◇ 

１９日 ８組:□□， ９組:▽▽，１０組:◇◇， 補助:△△・○○ 

(7) 本時の指導計画 

段階 学習内容 学習活動 指導上の留意点 

導入 

２分 

本時の目標 ・本時の目標(上記(1))を理解す

る。 

・本時の目標は，上記(2)を基に上記(1)を伸ばす

ことだと説明する。 

展開１ 

10 分 

ワークシート 1 

Ａｃｔｉｖｉｔｙ１ 

Ａｃｔｉｖｉｔｙ２ 

・班員と意見交換しながら，Ａｃ.１･

Ａｃ.２を記入する。 

・『方丈記』の地震記述の具体性

を理解する。 

・「ワークシート１」を配付する。 

・辞書類で調べさせてもよい。(以降，随時可) 

・Ａｃ.２は，大意を理解できればよい。 

・Ａｃ.１･Ａｃ.２の解答例を示した後，Ａｃ.３へ。 

Ａｃｔｉｖｉｔｙ３ 

追究１ 

・班員と意見交換しながら，Ａｃ.３

を記入する。 

・その具体的な記述から，余震の

有様であることを理解する。 

・Ａｃ.３は，大意を理解できればよい。 

・Ａｃ.３を考察させた後，解答を示し，その具体的

な記述が余震を示していることを確認する。 

・追究１を読みあげ，追究資料１を紹介する。 

 

 

展開２ 

8 分 

ワークシート 2 

Ａｃｔｉｖｉｔｙ４ 

・資料３～６を読む。(５分程度) 

・班員と意見交換しながら，Ａｃ.４

を記入する。 

・「ワークシート２(裏３)」を配付する。 

・資料３～６を解説。（５分程度。読ませるだけでもよい） 

・Ａｃ.４を考察させた後，解答例を示し，裏面へ。 

展開３ 

10 分 

ワークシート 3 

Ａｃｔｉｖｉｔｙ５ 

・資料７を読む。(５分程度) 

・班員と意見交換しながら，Ａｃ.５

を記入する。 

・「ワークシート３」の資料７を解説する。 

（５分程度。読ませるだけでもよい） 

・Ａｃ.５を考察させた後，解答例を示し，Ａｃ.６へ。 

展開４ 

８分 

ワークシート 4 

Ａｃｔｉｖｉｔｙ６ 

Ａｃｔｉｖｉｔｙ７ 

追究２ 

・各自で考えてＡｃ.６･Ａｃ.７を記

入する。その後，答えについて

班員と意見交換する。 

・地震考古学の理論を理解する。 

・「ワークシート４」を配付する。 

・Ａｃ.６･Ａｃ.７を考察させた後，解答例を示す。 

(Ａｃ.７は，時間の都合で省略可) 

・追究２を読みあげ，追究資料２を紹介する。 

展開５ 

10 分 

ワークシート５ 

Ａｃｔｉｖｉｔｙ８① 

・班員と意見交換しながら，Ａｃ.８

の①を記入する。 

・震災の記憶の風化の普遍性を

理解する。 

・「ワークシート５」を配付する。 

・Ａｃ.８の①を考察させた後，解答例を示し，震災

の記憶の風化が，いつの世も変わらず起きてい

ることを理解させる。 

Ａｃｔｉｖｉｔｙ８② 

追究３ 

・班員と意見交換しながら，Ａｃ.８

の②を記入する。 

・震災の教訓を生かす意義と分野

融合研究の意義を理解する。 

・Ａｃ.８の②を考察させた後に，先生方の言葉で，

｢震災の教訓を伝承し防災に活かす意義｣と，

｢分野融合研究の意義｣を，語る。 

・追究３を読みあげ，追究資料３を紹介。資料下段

の｢『ＡＫＣ』から『地理総合』へ｣を留意させる。 

まとめ 

2 分 

本時のまとめ ・AKC ファイルにワークシート４枚

を綴じる。 

・時間に余裕があれば，追究資料１～３を読ませ

る。 

追究資料１～３は，本時の中では扱わないことを原案としているが，指導者の専門分野や時

間的余裕などを鑑みて，本時の中で部分的に展開することも可能。 



 

 



１年（  ）組（  ）番 氏名（          ） 

      
 

第１学年 探究 AKCⅠ:○  「地震･防災を様々な分野から考える」 ワークシート１      令和○年○月○日(○)○限 

地震･防災を様々な分野から考える① －古典文学，地学，地理学から－ 

鴨
かもの

長
ちょう

明
めい

(1155～1216)は著作『方
ほう

丈
じょう

記
き

』において，1185(元
げん

暦
りゃく

2)年７月の文
ぶん

治
じ

地震で被災した都の様子を記してい

ます。（なお，この年３月に壇ノ浦で平氏が滅亡したばかり。地震は｢平氏の祟り｣と畏怖され，地震の翌８月に元暦から文
ぶん

治
ち

に改元されました） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Activity１ 傍線部Ａ～Ｄの記述は，それぞれ地震のどのような様子を表していると考えられますか。「各グル

ープ」で意見交換しましょう。 

Ａ「山は崩れて河を埋み」                   Ｂ「海は傾きて陸地をひたせり」 

（例） 「がけ崩れ」や「山体崩壊」等が川を堰き止めた   （例） 「津波」による「洪水」で陸地が水没した 

Ｃ「土裂けて水湧き出で」                   Ｄ「道行く馬は足の立ち処を惑はす」 

（例）「液状化現象」や断層活動による「噴砂」や湧水   （例） 道行く馬も立っていられないほどの激しい揺れ 

Activity２ 傍線部Ｅを「各グループ」で現代語訳し，鴨長明の地震に対する考えを確認し，共有しましょう。 

・現代語訳 

恐れの中でも恐れるべきものは，唯々，地震であったと，思い知らされたのだった。 

（古文の授業ではないので，大意を捉えられていればＯＫです） 

 

Activity３ 右の【資料２】の記述は，地震のどのような様子を

表していますか。まずは全文を現代語訳してみましょう。

そして，文中の傍線部「その名残」を，現代語に何と訳出

するとよいですか。「各グループ」で意見交換しましょう。 

・全文の現代語訳 

大地震はしばらくして止まったが，その後も地震は続いた。 

１日２０～３０回あった地震が，だんだんと間隔が空き， 

およそ地震は３か月で止まった。（これより簡略でもＯＫです） 

・「その名残」の訳語 

「余震」 （これ以外の訳語はないと思います） 

 

 

 追究１  文治地震を記した古典文学や文字資料は，『方丈記』以外にも多数現存し，なかでも著名な『山槐記』

については，あとで裏面の【追究資料１】を読んでください。 

教員指導資料 

【
資
料
２
】
鴨
長
明
『
方
丈
記
』
② 

 

【
資
料
１
】
よ
り
続
く…

か
く
お
び
た
だ
し
く
ふ

る
こ
と
は
、
し
ば
し
に
て
止
み
に
し
か
ど

も
、
そ
の
名
残
し
ば
し
は
絶
え
ず
、
世
の
常

驚
く
ほ
ど
の
地
震
、
二
三
十
度
ふ
ら
ぬ
日
は

な
し
。
十
日
二
十
日
過
ぎ
に
し
か
ば
、
や
う

や
う
間
遠
に
な
り
て
、
或
は
四
五
度
、
二
三

度
、
も
し
は
一
日
ま
ぜ
、
二
三
日
に
一
度
な

ど
、
お
ほ
か
た
そ
の
名
残
三
月
ば
か
り
や
侍

り
け
む
。…

【
資
料
10
】
に
続
く 

…

【
資
料
10
】
に
続
く 

【
資
料
１
】
鴨
長
明
『
方
丈
記
』
① 

 

（
前
略
）
ま
た
①

同
じ
こ
ろ
と
か
よ
、
お
び
た

だ
し
く
大
地
震
②

ふ
る
こ
と
侍
り
き
。
そ
の

さ
ま
世
の
常
な
ら
ず
、
Ａ

山
は
崩
れ
て
河
を

埋
み
、
Ｂ

海
は
傾
き
て
陸
地
を
ひ
た
せ
り
。

Ｃ

土
裂
け
て
水
湧
き
出
で
、
巌
割
れ
て
谷
に

ま
ろ
び
入
る
。
な
ぎ
さ
漕
ぐ
船
は
波
に
た
だ

よ
ひ
、
Ｄ

道
行
く
馬
は
足
の
立
ち
処
を
惑
は

す
。
都
の
ほ
と
り
に
は
、
③

在
々
所
々
④

堂
舎

塔
廟
ひ
と
つ
と
し
て
全
か
ら
ず
、
或
は
崩
れ

或
は
倒
れ
ぬ
。
塵
灰
た
ち
の
ぼ
り
て
、
盛
り

な
る
煙
の
ご
と
し
。
地
の
動
き
、
家
の
破
る

る
音
、
雷
に
異
な
ら
ず
。
家
の
内
に
を
れ
ば

忽
に
ひ
し
げ
な
ん
と
す
。
走
り
出
づ
れ
ば
、

地
割
れ
裂
く
。
羽
な
け
れ
ば
、
空
を
も
飛
ぶ

べ
か
ら
ず
。
龍
な
ら
ば
や
雲
に
も
乗
ら
む
。

Ｅ

恐
れ
の
な
か
に
恐
る
べ
か
り
け
る
は
た
だ

地
震
な
り
け
り
と
こ
そ
覚
え
侍
り
し
か
。…

…

【
資
料
２
】
に
続
く 

 

①
同
じ
こ
ろ 

元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
旧
暦
七
月
九
日

正
午
頃
。
鴨
長
明
三
十
三
歳
の
と
き
。 

②
ふ
る 

｢

振
る｣

。
揺
れ
る
。 

③
在
々
所
々 

至
る
所
。 

④
堂
舎
塔
廟
ひ
と
つ
と
し
て
全
か
ら
ず 

寺
社
の
建
物

や
塔
・
霊
廟
な
ど
は
、
一
つ
と
し
て
無
事
だ
っ
た
も
の

が
な
い
。 



１年（  ）組（  ）番 氏名（          ） 

第１学年 探究 AKCⅠ:○  「地震･防災を様々な分野から考える」 ワークシート２      令和○年○月○日(○)○限 

地震･防災を様々な分野から考える② －地学，地理学から－ 

『方丈記』の文治地震の記述は，科学的な知見と対照できるほどの具体性があり，文治地震の解明のみならず，

今後の地震防災研究にも，貴重な史料となっています。次に，地震についての科学的知識を確認しましょう。 

【資料３】 日本周辺のプレートの概念図                【資料４】 地震の震源と活断層（教科書『新地理総合』帝国書院） 

（文部科学省研究開発局地震火山防災研究課ホームページ 

「地震本部（地震調査研究推進本部事務局）」に加筆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料５】 地震発生の模式図（右上） 【資料６】 震源の深さの模式図（右上） 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Activity４ 次の①･②について，【資料３】～【資料６】を参照しながら，「各グループ」で意見交換しましょう。 

 ① 震源の多いところ（とくにマグニチュード 8.0 以上）は，どのような地体構造のところですか。 

 ② 阪神･淡路大震災と東日本大震災を起こした地震は，発生の仕組みが異なります。その違いは何ですか。  
① 震源の多い地体構造 

プレート境界の周辺。海溝やトラフの周辺。活断層のあるところ。など 

② 地震発生の仕組みの違い 

阪神淡路大震災の兵庫県南部地震は直下型地震。東日本大震災の東北地方太平洋沖地震は海溝型地震。 

教員指導資料 

【注４】 海溝型地震は，陸のプレー

トが急激に動くため，地震の規模

(マグニチュード)が大きく，広範囲

に災害をもたらします。 

一方，直下型地震は，活断層が急

激に動くため，地震の規模が小さく

ても，活断層の直上の地域には災害

をもたらします。 

 

【注２】 陸のプレートに，

海のプレートが衝突し，

沈み込んでいます。 

【注５】 地理学では，日本周辺におけるプレート境界の地震を海溝型地震，陸のプレート内の

地震を直下型地震といいます。 

一方，地学では，それぞれプレート間の地震，プレート内の地震といいます。 

地震の分類の定義が，地理学は地形，地学は地質と異なるためです。 

【注１】 日本付近は，４枚

のプレートが，ひしめき

合っています。 

【注３】 図中の兵庫県南部地震により

阪神･淡路大震災が発生しました。 

図中の東北地方太平洋沖地震によ

り東日本大震災が発生しました。 

 



１年（  ）組（  ）番 氏名（          ） 

第１学年 探究 AKCⅠ:○  「地震･防災を様々な分野から考える」 ワークシート３      令和○年○月○日(○)○限 

地震･防災を様々な分野から考える③ －歴史学，考古学，地学，地理学，化学から－ 

【資料７】 （「産経新聞」2023 年 3 月 11 日に加筆）   海溝型地震は，相互に押し合うプレートの歪みが蓄積し，限界に

達すると解放されて発生するため，周期的に繰り返し発生します。

『方丈記』以外にも地震を記した｢文字資料｣(｢史料｣という)は多数あり，

その記録内容から地震の規模を推定したり，同時期の地震の史料の

地理的分布から直下型か海溝型かを推定したりすることができます。

さらに，地質調査や発掘調査なども交えた研究成果が【資料７】です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Activity５ 上記【注２】の下線部①･②について，文治地震は海溝型地震と直下型地震の，どちらでしょうか。

また，どちらと断定できない理由がありますか。【資料３】～【資料７】を参照しながら，「各グループ」で意見

交換しましょう。また，その際には，根拠を示して論理的に説明することを意識しましょう。 

余裕があれば，上記【注４】の下線部③についても，「各グループ」で意見交換しましょう。 

① 海溝型地震とする理由 

永長と康安の南海トラフ地震は間隔が２６５年と空きすぎで，文治地震（１１８５年）を入れると，８９年，１７６年となる。 

『方丈記』の津波の記述は，内陸の都ではなく海岸部の被害の様子だ。 

岐阜・鳥取も揺れ，被害が広範囲だから直下型地震ではない。など 

 

② 直下型地震とする理由 

被害が都から琵琶湖岸に集中している。つまり，震源が京都から琵琶湖近辺と推定可能だ。 

岐阜・鳥取の揺れは弱い。つまり地震の範囲が限定的だ。 

琵琶湖岸の断層活動が１０６０～１２６０年だ。『山槐記』の琵琶湖の記述に符合する。 

『方丈記』の津波の記述は琵琶湖の断層活動によるものだ。など 

※ どちらと断定できない理由 

直下型地震は有力な説だが，他の地域の史料が発見されたり，各地の発掘調査で地震遺構が出たりするかも。など 

（Activity５は，様々な回答が予想されます。想定外の回答には，先生方の発意で自由に対応してください） 

 

③ 次回の東海地震について 

 

 

【注３】 安政地震は，先に東海･東南海エリアで発生し，その 32 時間後に南海エリアで

発生しました。 

 
【注４】 東海･東南海･南海地震は，周期的でかつ，同時または連動して発生する傾向が

あります。2025 年現在，前回の南海地震から 79 年，東南海地震から 81 年が経過し，

発生の可能性がある時期に入っています。③とくに前回から 171 年が経過した東海地

震対策は喫緊の問題で，次回は 2030～40 年に発生するという説が極めて有力です。 

【注１】 白鳳地震より前は，史料がないため歴史学的には明らかにできません。 

発掘調査に基づく考古学的研究では，400 年頃，250 年頃，150 年頃，紀元前後頃に，

南海トラフ地震が発生したと考えられています。 

 
【注２】 ここの間隔が空き過ぎているため，①文治地震は海溝型地震であるという説が

あります。『山槐記』(【追究資料１】)も美濃(岐阜)や伯耆(鳥取)での地震を記しています。 

しかし，文治地震を記す史料は，『方丈記』『山槐記』をはじめ，震災被害が都から琵

琶湖岸に集中しています。また，琵琶湖西岸断層帯の調査から，１４Ｃ年代測定法(【追究

資料２】)により，断層の最終活動期が 1060～1260 年と示されています。そのため，②

文治地震は琵琶湖西岸断層帯を震源とする直下型地震であるという説があります。 

 

教員指導資料 



１年（  ）組（  ）番 氏名（          ） 

      
 

第１学年 探究 AKCⅠ:○  「地震･防災を様々な分野から考える」 ワークシート４      令和○年○月○日(○)○限 

地震･防災を様々な分野から考える④ －考古学，歴史学，地学，化学から－ 

『方丈記』に記された「土裂けて水湧き出で」は，都で発生した液状化現象を簡潔明瞭に表しています。また，

発掘調査でも液状化現象などの地震痕跡を確認することができ，発掘調査は史料がない時代も研究可能です。 

【資料８】 液状化による噴砂跡の土地断面図 

（寒川旭『日本人はどんな大地震を経験してきたのか 

地震考古学入門』平凡社新書(2011)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ １ ）        （ ２ ）        （ ３ ）         

       Ⅵ          Ⅲ          Ⅱ 

【資料９】 活断層の 

模式図（同上） 

 

 

 

 

 

 

 

（ １ ）        （ ２ ）        （ ３ ）        （ ４ ）         

       Ⅴ          Ⅳ          Ⅱ           Ⅰ 

 

 

 追究２  Activity６･７で，地震の直前･直後の地層の年代が分かると，地震のおよその発生年代を知ることがで

きます。そして，１４Ｃ年代測定（放射性炭素年代測定）や年輪年代法などを用いると，地層の年代を絞り込むこ

とができます。このようにして絞り込まれた年代に，該当する地震の史料が存在すると，断層活動の年月日，

さらには時刻まで分かります。 

科学的な年代測定法の詳細については，あとで裏面の【追究資料２】を読んでください。 

Activity６ 次の文は，右の【資料８】について，解説したもの

です。文中の（ １ ）～（ ３ ）に適する記号をⅠ～Ⅶから選んで

下に記入しましょう。まずは「自分自身」で考え，その後，「各

グループ」で意見交換しましょう。 

Activity７ 次の文は，右の【資料９】について，解説したものです。文中の（ １ ）～

（ ４ ）に適する記号をⅠ～Ⅶ(Ⅰ1とⅠ2をⅠ，Ⅳ1とⅣ2をⅣとする)から選んで下に記入しま

しょう。まずは「自分自身」で考え，その後，「各グループ」で意見交換しましょう。 

教員指導資料 

右図は徳島県板野郡板野町にある黒谷川宮ノ前遺跡の液状化による

噴砂跡です。砂層のⅦ層から４本の砂脈(a～d)が上昇していますが，そ

れぞれ年代が異なります。 

図には２層の水田耕作土(Ⅲ･Ⅴ)がありますが，古い水田Ⅴは弥生時代

後期中頃(西暦 200 年頃)，新しい水田Ⅲは弥生時代後期末(西暦 400 年

頃)です。砂脈 a は，古い耕作土Ⅴに削られていることから，この水田が

耕作される直前の（ １ ）層の年代の地震痕跡です。砂脈 b は，新しい耕

作土Ⅲの上に噴出していますが，この噴砂は地表への噴出部分が削られ

ずに残っているため，噴砂のあった地震の直後に耕作放棄されたと考え

られることから，（ ２ ）層の年代の地震痕跡です。 

また，砂脈 c は，古墳時代の（ ３ ）層の途中で削られているため，古

墳時代の地震痕跡ですが，詳しい年代は不明です。c を通り道にして，

細い砂脈 d が上昇していますが，Ⅰ層上部の遺構から，これは正平南海

地震(1361 年)に対応する年代の地震痕跡と分かりました。 

右図では，Ⅶ層から順にⅠ層までが堆積する過程で，断層が活動して地層が食い違っています。 

まず，Ⅴ層が堆積した直後に断層活動が生じて，Ⅴ～Ⅶ層が変位しました。その後，断層活動で

下がった側を埋めるようにⅣ2 層が堆積し，これを覆うⅣ1 層とⅡ･Ⅲ層が水平に堆積しました。 

Ⅱ層が堆積した後にも断層活動が生じて，Ⅱ～Ⅶ層が変位しました。Ⅴ～Ⅶ層は前回に加えて今

回も変位したので，変位量はⅡ～Ⅳ層のおよそ倍になりました。その後，断層活動で下がった側を

埋めるようにⅠ2 層が堆積し，これを覆うⅠ1 層が水平に堆積しました。 

よって，（ １ ）層の堆積後で（ ２ ）層の堆積前と，（ ３ ）層の堆積後で（ ４ ）層の堆積前の２回，

断層活動があったことが分かります。 



１年（  ）組（  ）番 氏名（          ） 

      
 

第１学年 探究 AKCⅠ:○  「地震･防災を様々な分野から考える」 ワークシート５      令和○年○月○日(○)○限 

地震･防災を様々な分野から考える⑤ －心理学，民俗学，古典文学，地理学から－ 

鴨長明は『方丈記』において，【資料２】で余震とその沈静化を記した後に，次の【資料１０】を記しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Activity８ ① 【資料１０】の傍線部の記述は，地震に関して，人々のどのような様子を表していますか。 

② 【資料１０】と【資料１１】からわかる，震災を考えるうえで大切なことについて，「各グループ」で

意見交換しましょう。 

① どのような様子 

直後は，人々は皆，やるせない嘆きごとを語り，いくらか心のわだかまりも薄らぐかに見えたが，月日を重ね年がたっ

た後は，話題にする人もいない。など 

（端的に書けば，「震災の記憶の風化」） （古文の授業ではないので，大意を捉えられていればＯＫです） 

② 大切なこと 

災害の記憶が失われると同じ被災を繰り返すため，災害の教訓を生かし，的確な防災行動で被災を軽減する。など 

 （自然災害の「記憶の風化」対策と，震災の教訓を生かした防災行動を，考慮できていればＯＫです） 

 

【資料１１】 津波災害を伝承する石碑（教科書『新地理総合』帝国書院(2025)を基に改変）（地図記号は国土地理院ホームページより） 

（写真：部分）                （左写真の翻刻）                 （左写真の解説） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 追究３  地震防災の進展に向けては，地震を専門とする地学･地理学等の研究を基に，震災を軽減する建築学･

工学等の研究や，過去の震災を明らかにする歴史学･考古学･文学･民俗学等の研究があります。その中の１つ

である考古学には，化学･地学等の研究成果が応用されています。つまり，地震防災の進展に向けて，様々な分

野の研究を総動員しているのです。ただし，【資料１０･１１】のように，人の心に留めさせる難しさが残ります。 

地震防災の進展に向けて大切なことの１つは，人々に行動しようと思わせ，行動させることです。よって，

地震防災には心理学からの研究もあります。あとで裏面の【追究資料３】を読んでください。 
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教員指導資料 

碑念記浪津大 
岩手県宮古市は，津波による被害を繰り返し受けてきました。

市内にある姉吉地区の山あいの道路沿いには，左図のような石碑

が立っています。これは，1933 年に発生した昭和三陸沖地震の際

の津波被害を教訓につくられました。「此処より下に家を建てる

な」と記されており，その先人の教えを守って高台に集落を築い

たこの地区では，2011 年の東北地方太平洋沖地震の際には，津波

の被害に遭わずに済みました。国土地理院では，このような災害

教訓の伝承の貢献度を踏まえ，2019 年から自然災害伝承碑の情報

を地理院地図や地形図などに掲載し，過去の自然災害の 

教訓を生かした的確な防災行動による被害の軽減をよび 

かけています。     新しい地図記号｢自然災害伝承碑｣→ 
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第１学年 探究 AKCⅠ: ○  「地震･防災を様々な分野から考える」 ワークシート１      令和○年○月○日(○)○限 

地震･防災を様々な分野から考える① －古典文学，地学，地理学から－ 

鴨
かもの

長
ちょう

明
めい

(1155～1216)は著作『方
ほう

丈
じょう

記
き

』において，1185(元
げん

暦
りゃく

2)年７月の文
ぶん

治
じ

地震で被災した都の様子を記してい

ます。（なお，この年３月に壇ノ浦で平氏が滅亡したばかり。地震は｢平氏の祟り｣と畏怖され，地震の翌８月に元暦から文
ぶん

治
ち

に改元されました） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Activity１ 傍線部Ａ～Ｄの記述は，それぞれ地震のどのような様子を表していると考えられますか。「各グルー

プ」で意見交換しましょう。 

Ａ「山は崩れて河を埋み」                   Ｂ「海は傾きて陸地をひたせり」 

 

Ｃ「土裂けて水湧き出で」                   Ｄ「道行く馬は足の立ち処を惑はす」 

 

Activity２ 傍線部Ｅを「各グループ」で現代語訳し，鴨長明の地震に対する考えを確認し，共有しましょう。 

・現代語訳 

 

 

 

Activity３ 右の【資料２】の記述は，地震のどのような様子を

表していますか。まずは全文を現代語訳してみましょう。

そして，文中の傍線部「その名残」を，現代語に何と訳出

するとよいですか。「各グループ」で意見交換しましょう。 

・全文の現代語訳 

 

 

 

・「その名残」の訳語 

 

 

 

 追究１  文治地震を記した古典文学や文字資料は，『方丈記』以外にも多数現存し，なかでも著名な『山槐記』

については，あとで裏面の【追究資料１】を読んでください。 
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１年（  ）組（  ）番 氏名（          ） 

第１学年 探究 AKCⅠ:○  「地震･防災を様々な分野から考える」 ワークシート１      令和○年○月○日(○)○限 

【追究資料１】 もうひとつの文治地震，中
なか

山
やま

忠
ただ

親
ちか

(藤原忠親
ふじわらのただちか

)著『山
さん

槐
かい

記
き

』「元暦二年七月九日」 

（藤原忠親著,笹川種郎編『山槐記』日本史籍保存会(1916)国立国会図書館デジタルコレクション） 

（中山忠親著,古代中世地震史料研究会編『山槐記◯増補史料大成』東京大学地震火山史料連携研究機構 地震史料集テキストデータベース） 

（原文が白文(日本漢文)のため，訓読漢文は本校職員による。便宜的に，訓点(送り仮名･句読点･返り点)を文語，振り仮名を口語とした） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現代語訳（訓読漢文と現代語訳はそれぞれ原文を典拠としているため，解釈に相違がある部分は対訳となっていない） 

九日庚寅 曇，晴が定まらなかった。正午に地震があった。五十年以来，未だ覚悟しない。家中の上下男女の皆衆が竹原下に居た。去る頃

より，中山蝸舎に居住しているのである。法勝寺の九重塔が崩れ落ち，重ね重ねになった。垂木以上が皆，地に落ちた。毎層の柱扉，連子が

相残された。露盤八つが残り，その上に折れ落ちた。阿弥陀堂並びに金堂の東西回廊，鐘楼，常行堂の回廊，南大門西門三宇，北門一宇が皆，

顚倒した。一宇も完全なものがなかった。門築垣が皆，壊れた。南北面が少々相残ったということである。人を遣わし，見させたところ，申

した旨はこのとおりだった。得長寿院が顚倒したことを聞いたということである。使者を入道大相国に献じて，御所の安否を尋ね申した。東

中門廊は崩れ危うい。東子午透廊北の車寄が顚倒した。四面の簀垣が大略，破壊した。使者が順路でこれを見た。申して云った。築垣等が皆，

壊れた。法成寺内の回廊が皆，顚倒した。東塔が北に傾いた。東面の築垣が皆，壊れた。諸門は，事がなかった。南門の築垣は近日，皆，修

理した。十本ばかりが壊れた。また，京より来た人が曰った。「五条摂政亭の寝殿棟が平伏した。西子午透廊が転倒した。四面の築垣が皆，壊

れた。凡そ，京中の築垣が皆，壊れた。舎屋の多くが顚倒した。」また，曰った。「主上が先ず腰輿に駕し，庭中に御わした。次いで，鳳輦に

駕し，中島に御わした。時に，皇居は閑院である。また，東隣の入道殿を尋ね奉ったところ，御車宿が顚倒した。御車を打ち圧した。北対の

贄殿が傾き危うい。上下がまた庭に出たということである。凡そ，未曽有の震動である。終日終夜，なお小動が有った。上下が或いは車に乗

った。或いは屋形を構えて，庭中に在った。法皇が，竹屋を構えて，庭中に御坐したということである。眼が眩み，頭が痛い。心神が違乱し

た。船に乗っている様に似る。天下の破壊が已，この時に在るか。近年は，兵革がある。上下は安心がない。今また，この譴が有る。濁世悪

業，衆生苦患，休む時がない。悲しむべきである。悲しむべきである。この家の舎屋は殊なる損亡がなかった。壁の上塗辺りが落ちた。築が

両三本壊れたばかりである。北隣の少将の公衝朝臣が使を送った。震動の事を驚き示した。後に聞いた。宇治橋が皆以て，顚倒した。時に渡

っていた人十人余りが橋に乗り，入水した。その中の一人が溺れて死んだということである。また，聞いた。近江の湖水が北に流れた。水が

岸より，或いは四，五段（約 4000～5000 ㎡），或いは三，四段（約 3000～4000 ㎡）減った。後日に，元のとおり岸に満ちたということであ

る。同国の田三丁（約 300ｍ）の地が裂けて，淵と為ったということである。また，美濃，伯耆等の国より来た輩が曰った。「殊なる大動では

なかった。」また，後日聞いた。京中の築垣の東西が殊に壊れた。南北面は頗る残ったということである。 

解説 
上記の訓読漢文中の太字部分によると，文治地震の際に，琵琶湖の湖水が北へ流れて湖岸が３～５反(33-55m)後退し，後日

回復したことや，近江国で三丁の土地が水没したことなどが記述されている。このことは地震を発生させた断層運動により，

津波と土地の沈降･水没が発生したことを示すものと考えられ，琵琶湖岸における直下型地震を示唆する記述と考えられる。な

お，「方丈記」にも「海は傾きて陸地を浸せり」との記述があり，後に書かれた「平家物語」にも類似の文章がある。これらの

文治地震の記述が，すべて琵琶湖岸の現象かどうかは解釈が分かれる。すべて琵琶湖岸の現象と考えると，文治地震は琵琶湖

岸付近を震源とする直下型地震となる。しかし，「方丈記」と「平家物語」の地震･津波の記述を，太平洋岸などの津波の記述

と考える説や，特定の場所の地震･津波を正確に表現したものではなく，一般的な地震･津波の象徴的啓発的な表現とする説が

あり，どちらの説をとっても海溝型地震の可能性が高くなる。 
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１年（  ）組（  ）番 氏名（          ） 

第１学年 探究 AKCⅠ:○  「地震･防災を様々な分野から考える」 ワークシート２      令和○年○月○日(○)○限 

地震･防災を様々な分野から考える② －地学，地理学から－ 

『方丈記』の文治地震の記述は，科学的な知見と対照できるほどの具体性があり，文治地震の解明のみならず，

今後の地震防災研究にも，貴重な史料となっています。次に，地震についての科学的知識を確認しましょう。 

【資料３】 日本周辺のプレートの概念図                【資料４】 地震の震源と活断層（教科書『新地理総合』帝国書院） 

（文部科学省研究開発局地震火山防災研究課ホームページ 

「地震本部（地震調査研究推進本部事務局）」に加筆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料５】 地震発生の模式図（右上） 【資料６】 震源の深さの模式図（右上） 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Activity４ 次の①･②について，【資料３】～【資料６】を参照しながら，「各グループ」で意見交換しましょう。 

 ① 震源の多いところ（とくにマグニチュード 8.0 以上）は，どのような地体構造のところですか。 

 ② 阪神･淡路大震災と東日本大震災を起こした地震は，発生の仕組みが異なります。その違いは何ですか。  
① 震源の多い地体構造 

 

② 地震発生の仕組みの違い 

 

【注４】 海溝型地震は，陸のプレー

トが急激に動くため，地震の規模

(マグニチュード)が大きく，広範囲

に災害をもたらします。 

一方，直下型地震は，活断層が急

激に動くため，地震の規模が小さく

ても，活断層の直上の地域には災害

をもたらします。 

 

【注２】 陸のプレートに，

海のプレートが衝突し，

沈み込んでいます。 

【注５】 地理学では，日本周辺におけるプレート境界の地震を海溝型地震，陸のプレート内の

地震を直下型地震といいます。 

一方，地学では，それぞれプレート間の地震，プレート内の地震といいます。 

地震の分類の定義が，地理学は地形，地学は地質と異なるためです。 

【注１】 日本付近は，４枚

のプレートが，ひしめき

合っています。 

【注３】 図中の兵庫県南部地震により

阪神･淡路大震災が発生しました。 

図中の東北地方太平洋沖地震によ

り東日本大震災が発生しました。 

 



１年（  ）組（  ）番 氏名（          ） 

第１学年 探究 AKCⅠ:○  「地震･防災を様々な分野から考える」 ワークシート３      令和○年○月○日(○)○限 

地震･防災を様々な分野から考える③ －歴史学，考古学，地学，地理学，化学から－ 

【資料７】 （「産経新聞」2023 年 3 月 11 日に加筆）   海溝型地震は，相互に押し合うプレートの歪みが蓄積し，限界に

達すると解放されて発生するため，周期的に繰り返し発生します。

『方丈記』以外にも地震を記した｢文字資料｣(｢史料｣という)は多数あり，

その記録内容から地震の規模を推定したり，同時期の地震の史料の

地理的分布から直下型か海溝型かを推定したりすることができます。

さらに，地質調査や発掘調査なども交えた研究成果が【資料７】です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Activity５ 上記【注２】の下線部①･②について，文治地震は海溝型地震と直下型地震の，どちらでしょうか。

また，どちらと断定できない理由がありますか。【資料３】～【資料７】を参照しながら，「各グループ」で意見

交換しましょう。また，その際には，根拠を示して論理的に説明することを意識しましょう。 

余裕があれば，上記【注４】の下線部③についても，「各グループ」で意見交換しましょう。 

① 海溝型地震とする理由 

 

 

 

 

② 直下型地震とする理由 

 

 

 

 

※ どちらと断定できない理由 

 

 

 

③ 次回の東海地震について 

 

 

【注３】 安政地震は，先に東海･東南海エリアで発生し，その 32 時間後に南海エリアで

発生しました。 

 
【注４】 東海･東南海･南海地震は，周期的でかつ，同時または連動して発生する傾向が

あります。2025 年現在，前回の南海地震から 79 年，東南海地震から 81 年が経過し，

発生の可能性がある時期に入っています。③とくに前回から 171 年が経過した東海地震

対策は喫緊の問題で，次回は 2030～40 年に発生するという説が極めて有力です。 

【注１】 白鳳地震より前は，史料がないため歴史学的には明らかにできません。 

発掘調査に基づく考古学的研究では，400 年頃，250 年頃，150 年頃，紀元前後頃に，

南海トラフ地震が発生したと考えられています。 

 
【注２】 ここの間隔が空き過ぎているため，①文治地震は海溝型地震であるという説が

あります。『山槐記』(【追究資料１】)も美濃(岐阜)や伯耆(鳥取)での地震を記しています。 

しかし，文治地震を記す史料は，『方丈記』『山槐記』をはじめ，震災被害が都から

琵琶湖岸に集中しています。また，琵琶湖西岸断層帯の調査から，１４Ｃ年代測定法(【追

究資料２】)により，断層の最終活動期が 1060～1260 年と示されています。そのため，

②文治地震は琵琶湖西岸断層帯を震源とする直下型地震であるという説があります。 
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第１学年 探究 AKCⅠ:○  「地震･防災を様々な分野から考える」 ワークシート４      令和○年○月○日(○)○限 

地震･防災を様々な分野から考える④ －考古学，歴史学，地学，化学から－ 

『方丈記』に記された「土裂けて水湧き出で」は，都で発生した液状化現象を簡潔明瞭に表しています。また，

発掘調査でも液状化現象などの地震痕跡を確認することができ，発掘調査は史料がない時代も研究可能です。 

【資料８】 液状化による噴砂跡の土地断面図 

（寒川旭『日本人はどんな大地震を経験してきたのか 

地震考古学入門』平凡社新書(2011)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ １ ）        （ ２ ）        （ ３ ）         

       

【資料９】 活断層の 

模式図（同上） 

 

 

 

 

 

 

 

（ １ ）        （ ２ ）        （ ３ ）        （ ４ ）         

     

 

 

 追究２  Activity６･７で，地震の直前･直後の地層の年代が分かると，地震のおよその発生年代を知ることがで

きます。そして，１４Ｃ年代測定（放射性炭素年代測定）や年輪年代法などを用いると，地層の年代を絞り込むこ

とができます。このようにして絞り込まれた年代に，該当する地震の史料が存在すると，断層活動の年月日，

さらには時刻まで分かります。 

科学的な年代測定法の詳細については，あとで裏面の【追究資料２】を読んでください。 

Activity６ 次の文は，右の【資料８】について，解説したもの

です。文中の（ １ ）～（ ３ ）に適する記号をⅠ～Ⅶから選ん

で下に記入しましょう。まずは「自分自身」で考え，その後，

「各グループ」で意見交換しましょう。 

Activity７ 次の文は，右の【資料９】について，解説したものです。文中の（ １ ）～

（ ４ ）に適する記号をⅠ～Ⅶ(Ⅰ1とⅠ2をⅠ，Ⅳ1とⅣ2をⅣとする)から選んで下に記入しま

しょう。まずは「自分自身」で考え，その後，「各グループ」で意見交換しましょう。 

右図は徳島県板野郡板野町にある黒谷川宮ノ前遺跡の液状化による

噴砂跡です。砂層のⅦ層から４本の砂脈(a～d)が上昇していますが，そ

れぞれ年代が異なります。 

図には２層の水田耕作土(Ⅲ･Ⅴ)がありますが，古い水田Ⅴは弥生時代

後期中頃(西暦 200 年頃)，新しい水田Ⅲは弥生時代後期末(西暦 400 年

頃)です。砂脈 a は，古い耕作土Ⅴに削られていることから，この水田

が耕作される直前の（ １ ）層の年代の地震痕跡です。砂脈 b は，新しい

耕作土Ⅲの上に噴出していますが，この噴砂は地表への噴出部分が削ら

れずに残っているため，噴砂のあった地震の直後に耕作放棄されたと考

えられることから，（ ２ ）層の年代の地震痕跡です。 

また，砂脈 c は，古墳時代の（ ３ ）層の途中で削られているため，古

墳時代の地震痕跡ですが，詳しい年代は不明です。c を通り道にして，

細い砂脈 d が上昇していますが，Ⅰ層上部の遺構から，これは正平南海

地震(1361 年)に対応する年代の地震痕跡と分かりました。 

右図では，Ⅶ層から順にⅠ層までが堆積する過程で，断層が活動して地層が食い違っています。 

まず，Ⅴ層が堆積した直後に断層活動が生じて，Ⅴ～Ⅶ層が変位しました。その後，断層活動

で下がった側を埋めるようにⅣ2 層が堆積し，これを覆うⅣ1 層とⅡ･Ⅲ層が水平に堆積しました。 

Ⅱ層が堆積した後にも断層活動が生じて，Ⅱ～Ⅶ層が変位しました。Ⅴ～Ⅶ層は前回に加えて

今回も変位したので，変位量はⅡ～Ⅳ層のおよそ倍になりました。その後，断層活動で下がった

側を埋めるようにⅠ2 層が堆積し，これを覆うⅠ1 層が水平に堆積しました。 

よって，（ １ ）層の堆積後で（ ２ ）層の堆積前と，（ ３ ）層の堆積後で（ ４ ）層の堆積前の２回，

断層活動があったことが分かります。 
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第１学年 探究 AKCⅠ: ○  「地震･防災を様々な分野から考える」 ワークシート４      令和○年○月○日(○)○限 

【追究資料２】 科学的な年代測定法による成果（浜島書店編集部『新詳日本史』浜島書店(2025)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の考古学の研究方法は，歴史学や化学・地学・生物学など，まさに分野融合的研究となっています。 

様々な分野の研究成果を融合することで，精緻な歴史検証が可能となってきているのです。 
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第１学年 探究 AKCⅠ:○  「地震･防災を様々な分野から考える」 ワークシート５      令和○年○月○日(○)○限 

地震･防災を様々な分野から考える⑤ －心理学，民俗学，古典文学，地理学から－ 

鴨長明は『方丈記』において，【資料２】で余震とその沈静化を記した後に，次の【資料１０】を記しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Activity８ ① 【資料１０】の傍線部の記述は，地震に関して，人々のどのような様子を表していますか。 

② 【資料１０】と【資料１１】からわかる，震災を考えるうえで大切なことについて，「各グループ」で

意見交換しましょう。 

① どのような様子 

 

 

 

② 大切なこと 

 

 

 

【資料１１】 津波災害を伝承する石碑（教科書『新地理総合』帝国書院(2025)を基に改変）（地図記号は国土地理院ホームページより） 

（写真：部分）                （左写真の翻刻）                 （左写真の解説） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 追究３  地震防災の進展に向けては，地震を専門とする地学･地理学等の研究を基に，震災を軽減する建築学･

工学等の研究や，過去の震災を明らかにする歴史学･考古学･文学･民俗学等の研究があります。その中の１つ

である考古学には，化学･地学等の研究成果が応用されています。つまり，地震防災の進展に向けて，様々な

分野の研究を総動員しているのです。ただし，【資料１０･１１】のように，人の心に留めさせる難しさが残ります。 

地震防災の進展に向けて大切なことの１つは，人々に行動しようと思わせ，行動させることです。よって，

地震防災には心理学からの研究もあります。あとで裏面の【追究資料３】を読んでください。 
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碑念記浪津大 
岩手県宮古市は，津波による被害を繰り返し受けてきました。

市内にある姉吉地区の山あいの道路沿いには，左図のような石碑

が立っています。これは，1933 年に発生した昭和三陸沖地震の際

の津波被害を教訓につくられました。「此処より下に家を建てる

な」と記されており，その先人の教えを守って高台に集落を築い

たこの地区では，2011 年の東北地方太平洋沖地震の際には，津波

の被害に遭わずに済みました。国土地理院では，このような災害

教訓の伝承の貢献度を踏まえ，2019 年から自然災害伝承碑の情報

を地理院地図や地形図などに掲載し，過去の自然災害の 

教訓を生かした的確な防災行動による被害の軽減をよび 

かけています。     新しい地図記号｢自然災害伝承碑｣→ 
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第１学年 探究 AKCⅠ:○  「地震･防災を様々な分野から考える」 ワークシート５      令和○年○月○日(○)○限 

【追究資料３】 心理学からの地震･防災研究（株式会社ナガセ広報部「TOSHIN TIMES 大学学部研究会 Digest 号 2023」東進本部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＡＫＣ」から「地理総合」へ 今月は，地理総合も｢自然災害と防災｣の単元です。冬季休業中課題では「ハザード

マップを用いた災害時の避難計画」を作成してもらいます。AKC の学びを地理総合の学びに繋げましょう。 


